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事
業
計
画

一
　
入
札
等
制
度
改
正
へ
の
対
応

　

最
低
制
限
価
格
の
引
上
げ
や
工
事
請

負
契
約
に
お
け
る
設
計
変
更
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
運
用
特
定
共
同
企
業
体（
Ｊ
Ｖ
）

の
工
事
成
績
の
取
扱
い
の
変
更
な
ど
、

長
岡
市
の
入
札
制
度
や
発
注
工
事
の
施

工
上
の
問
題
点
と
課
題
に
対
し
て
多
く

の
項
目
で
改
善
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と

維
持
管
理
等
を
支
え
る
と
と
も
に
、
災

害
の
発
生
時
に
は
安
全
と
安
心
の
確
保

を
担
う
「
地
域
の
守
り
手
」
と
し
て
、

関
連
す
る
諸
団
体
と
も
連
携
を
図
り
な

が
ら
長
岡
市
に
対
し
、
建
設
投
資
額
の

確
保
と
協
会
員
の
さ
ら
な
る
活
用
、
入

札
制
度
等
の
適
正
化
に
つ
い
て
要
望
し

ま
す
。

平
成
三
十
年
度
　
定
時
総
会
を
開
催

　
平
成
三
十
年
四
月
二
十
五
日
、
会
員
七
十
八
名
の
出
席
を
得
て
、
平
成
三
十
年
度
定
時
総
会
が
「
長
岡
建
設
会
館
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
定
時
総
会
で
は
、
平
成
二
十
九
年
度
の
事
業
報
告
に
続
き
、
平
成
二
十
九
年
度
収
支
決
算
と
平
成
三
十
年
度
の
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、任
期
満
了
と
な
っ
た
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、現
在
役
員
の
皆
さ
ん
か
ら
引
き
続
き
担
当
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
承
認
さ
れ
、新
し
い
事
業
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　協会は、平成25年12月に社団法人から一般社団法人へと移行して５
年となり、公益目的支出計画に盛り込まれた事業を計画どおりに完了
することができました。これからも協会の使命と目的をしっかりと踏まえ、
社会資本の整備を通して、地域の安全、安心を守り、地域社会の発展
に貢献してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願い致します。
　さて、入札や契約制度の改善について長岡市当局に対し要望活動を
行うとともに、技術職員との意見交換会や検討会などを通して、長岡
市発注工事の施工上の問題点や設計変更などにおいて、多くの項目で
改善が進んでおります。しかし、依然として業界を取り巻く経営環境
は大変厳しいものがあります。
　このため、適正な予定価格の設定や適切な設計変更、繁忙期と閑散
期、降雪時期などを踏まえた発注と施工時期の平準化などについて、
引き続き要望活動を行ってまいります。
　さらに、協会活動の原点に立ち返りまして、長岡市当局に対し、建
設投資額の確保と協会員のさらなる活用を求めてまいりたいと考えて
おります。
　今後とも、地域のインフラ整備と維持管理を担う「地域の守り手」
として、関連する団体と連携を図りながら、担い手確保を含めた様々
な課題の解決とともに、建設業の魅力向上に積極的に取り組んでまい
りますので、皆様のより一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申
し上げまして、開会のごあいさつとさせていただきます。
　ありがとうございました。

建設業協会の使命と
目的を踏まえ、
地域社会の発展に
貢献してまいります

星 野 光 雄 会 長
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二
　
公
益
事
業
等
の
取
り
組
み

　

協
会
は
、
地
域
の
経
済
と
雇
用
を
支

え
、
災
害
時
の
応
急
復
旧
や
除
雪
業
務

を
通
じ
て
地
域
の
安
全
と
安
心
を
担

い
、
地
域
の
活
性
化
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
公
益
目
的
支

出
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
事
業
を
引
き

続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
建
設
業
界

の
実
情
や
協
会
の
活
動
内
容
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
。

　

さ
ら
に
、
若
者
の
入
職
促
進
や
定
着

と
い
っ
た
担
い
手
の
確
保
育
成
対
策
を

は
じ
め
、
週
休
二
日
制
の
実
現
、
長
時

間
労
働
の
是
正
、
現
場
で
働
く
技
術
者

の
処
遇
を
改
善
す
る
働
き
方
改
革
な

ど
、
関
係
す
る
諸
団
体
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
対
策
を
講
じ
る
。

①�

長
岡
市
と
締
結
し
て
い
る
「
災
害
応

援
協
定
」
に
よ
り
、
災
害
時
の
応
急

復
旧
と
復
旧
支
援
事
業
に
迅
速
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、道
路
等
の
除
雪
、

要
援
護
世
帯
の
屋
根
雪
下
ろ
し
制
度

等
に
積
極
的
に
協
力
し
ま
す
。

②�

建
設
関
係
の
講
演
会
や
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

③�

地
域
の
祭
り
や
行
事
に
お
け
る
清
掃

活
動
等
に
参
加
し
、
環
境
美
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

④�

工
事
施
工
指
導
会
や
工
事
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
を
は
じ
め
、会
員
研
修
旅
行
、

視
察
研
修
、
技
術
検
討
会
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

三
　
研
修
事
業

　

入
札
や
契
約
制
度
の
改
正
や
工
事
施

工
上
の
課
題
、
建
設
業
界
の
新
し
い
動

き
に
に
対
応
す
る
た
め
、
研
修
や
研
究

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
会
員
の

資
質
向
上
を
図
り
ま
す
。

四
　
広
報
・
情
報
提
供

　

会
員
に
対
す
る
情
報
提
供
を
積

極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
協
会
の

活
動
状
況
や
経
営
内
容
等
に
つ
い

て
周
知
を
図
り
ま
す
。

役
員
改
選

　

役
員
の
任
期
が
満
了
と
な
る
こ

と
か
ら
改
選
が
行
わ
れ
、
現
在
の

役
員
の
皆
さ
ん
か
ら
引
き
続
き
協

会
の
運
営
を
担
当
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
表
彰

　

定
時
総
会
で
は
、
表
彰
規
程
に

基
づ
き
次
の
皆
さ
ん
に
表
彰
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

〇�

満
七
十
歳
以
上
で
、
満
十
年
以

上
会
員
と
し
て
業
界
に
功
労
の

あ
っ
た
方

　
　

小　

山　

道　

男

�

（
渡
長
建
設
株
式
会
社
）

　
　

下　

園　

修　

治

�

（
株
式
会
社
吉
原
組
）

　
　

山　

﨑　

嘉　

寛

�

（
有
限
会
社
山
秀
）

　
　

長
谷
川　

貞　

一

�

（
株
式
会
社
長
谷
川
工
業
）

　
　

深　

見　

政　

英

�

（
株
式
会
社
晴
耕
舎
）

賑
や
か
に
情
報
交
換

　

定
時
総
会
終
了
後
、
来
賓
と
し
て
磯

田
達
伸
長
岡
市
長
を
お
迎
え
し
て
「
か

も
川
別
館
」
に
お
い
て
懇
親
会
を
開
催

し
、
賑
や
か
な
情
報
交
換
の
場
と
な
り

ま
し
た
。

役　員　名　簿
任期：平成32年度の定時総会まで

総 務 委 員 会

会長・代表理事 星 野 光 雄 ㈱ 星 野 組
副会長・会計・理事 細 川 恭 一 ㈱ 中 越 興 業
理 事 田 尻 正 敏 ㈱ 曙 建 設
理 事 安 藤 　 清 ㈱ 安 藤 組
理 事 大 石 保 男 ㈱ 大 石 組
理 事 本 田 浩 太 共 榮 建 設 ㈱
理 事 髙 田 裕 司 ㈱ 山 﨑 組
理 事 𠮷 原 正 之 吉 原 建 設 ㈱
監 事 小 川 浩 一 小 川 興 業 ㈱
監 事 石 澤 雅 弘 三 信 興 業 ㈱

平成30年８月15日現在
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日
（
木
）
か
ら
二
十
日
（
土
）
ま
で
「
平

成
三
十
年
度
「
名
古
屋
城
・
本
丸
御
殿
」

視
察
と
伊
勢
神
宮
参
拝
、
名
古
屋
三
日

間
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
は
、

八
月
二
十
一
日（
火
）長
岡
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
で
開
催
し
ま
す
。

　

環
境
美
化
活
動
は
、
例
年
ど
お
り
各

地
域
で
開
催
さ
れ
る
ま
つ
り
の
清
掃
な

ど
に
参
加
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
当
協
会
の
使
命
と
目
的
を

し
っ
か
り
踏
ま
え
、
建
設
業
の
魅
力
向

上
と
若
年
者
の
入
職
促
進
を
始
め
と
し

た
対
策
に
関
係
す
る
諸
団
体
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

技
術
委
員
会

　

技
術
委
員
会
は
、
土
木
・
建
築
工
事

施
工
指
導
会
を
は
じ
め
、
土
木
工
事
及

び
建
築
工
事
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や
災

害
時
の
応
援
体
制
を
確
立
す
る
た
め

「
緊
急
連
絡
表
」
を
作
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
長
岡
市
技
術
職
員
と
の
意
見

交
換
会
で
は
、
昨
年
同
様
に
若
手
技
術

者
に
よ
る
現
場
で
の
様
々
な
課
題
や
改

善
に
向
け
た
対
応
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

総
務
委
員
会

　

総
務
委
員
会
は
、「
な
が
お
か
建
設

だ
よ
り
」
の
発
行
を
は
じ
め
、
会
員
研

修
旅
行
や
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
、
各

地
域
の
環
境
美
化
活
動
、
建
設
産
業
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　

会
員
研
修
旅
行
は
、
新
潟
県
建
設
業

協
会
長
岡
支
部
と
合
同
で
、
十
月
十
八

委
員
会
の
活
動

　

平
成
三
十
年
度
は
、
協
会
活
動
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
総
務
委
員
会
と

技
術
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
研
修
、
親
睦
、
社
会
貢
献
活
動
等
の
事
業

を
展
開
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
参
加
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

訂正
今年７月に発行しました『会員名簿』の
中で、㈱新潟ヂーゼル工業の住所に誤り
がありましたので、お詫びするとともに
下記のとおり訂正をお願いします。
　〈誤〉長岡市上前島町860－１
　〈正〉長岡市高島町860－１

主な活動の日程と内容
【全　　　体】

月 日 項 　　　　目

４月25日 平成30年度定時総会

平成31年１月 新年会
（新潟県建設業協会長岡支部と合同）

【総務委員会】
月 日 項 　　　　目

８月15日 「ながおか建設だより」第85号発行

８月21日 会員親睦ゴルフ大会
（長岡カントリー倶楽部）

10月18日から
10月20日

会員研修旅行
（新潟県建設業協会長岡支部と合同）
平成30年度公開「名古屋城・本丸御殿」 
視察と伊勢神宮参拝、名古屋３日間

平成31年１月15日「ながおか建設だより」第86号発行
未定 建築セミナー

環境美化活動
４月20日・23日 桜まつりの会場設営及び清掃（小国地域）

８月３日・４日 長岡まつり大花火大会の会場早朝清掃（長岡地域）
10月 こしじ秋まつりの会場清掃（越路地域）

平成31年２月 とちお遊雪まつりの会場設営（栃尾地域）

平成31年３月 古志の火まつりの会場後片付け（山古志地域）

【技術委員会】
月 日 項 　　　　目

８月22日 土木・建築工事施工指導会
８月28日 建築工事安全パトロール
未　　定 土木工事安全パトロール

11月 長岡市技術職員（長岡市建設技術協会）と
の意見交換会

※　日程と内容は決まり次第ご案内します。
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今
年
度
の
環
境
美
化
活
動
は
、
小
国

地
域
に
引
き
続
き
、
長
岡
地
域
で
実
施

し
ま
し
た
。

　

小
国
地
域
で
は
、「
桜
ま
つ
り
」
の

会
場
設
営
及
び
清
掃
活
動
に
四
月
二
十

日
と
二
十
三
日
の
両
日
と
も
四
社
八
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
長
岡
地
域
で
は
、「
長
岡
ま
つ

り
大
花
火
大
会
」
会
場
の
早
朝
清
掃
活

動
に
八
月
三
日
は
三
十
一
社
八
十
二

名
、
八
月
四
日
は
三
十
二
社
八
十
七
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
越
路
地
域

で
は
、
十
月
七
日
の
「
こ
し
じ
秋
ま
つ

り
」
会
場
の
清
掃
活
動
に
、
栃
尾
地
域

で
は
平
成
三
十
一
年
二
月
三
日
に
開
催

さ
れ
る
「
と
ち
お
遊
雪
ま
つ
り
」
の
会

場
設
営
に
、
山
古
志
地
域
で
は
、
三
月

九
日
に
開
催
さ
れ
る
「
古
志
の
火
ま
つ

り
」
の
清
掃
活
動
に
、
各
地
域
の
会
員

が
参
加
す
る
予
定
で
す
。

環
境
美
化
活
動
の
実
施

小国地域

長岡地域

一般社団法人　長岡市建設業協会　委員会委員名簿

総 務 委 員 会 技 術 委 員 会

委 員 長 ㈱ 山 﨑 組 髙 田 裕 司 委 員 長 共 榮 建 設 ㈱ 本 田 浩 太

副委員長 ㈱ 田 辺 建 設 田 辺 永 茂 副委員長 長岡土建工業㈱ 櫻 井 正 行

委 員 ㈱ 北 澤 工 業 北 澤 　 晶 委 　 員 ㈱ 伊 藤 建 設 伊 藤 芳 也

委 員 ㈱ 多 田 組 多 田 博 昭 委 　 員 ㈱ 大 久 保 土 建 五十嵐　　誠

委 員 ㈱ 田 中 組 田 中 祐紀彦 委 　 員 ㈱ 勝 沼 組 勝 沼 勝 弘

委 員 ㈲ 山 　 秀 小 川 直 樹 委 　 員 共 和 土 建 ㈱ 栗 林 隆 夫

委 員 吉 原 建 設 ㈱ 𠮷 原 正 之 委 　 員 ㈲ 小 室 建 設 小 室 　 功

委 員 渡 長 建 設 ㈱ 清 水 弘 之 委 　 員 ㈱ 西 栄 建 設 西 脇 　 宏

（任期：平成30年６月１日から概ね２年）
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　５月24日、長岡建設会館において開催された、平成30年度建設業労働災害防止協会新潟県支
部長岡分会（田尻正敏分会長）の通常総会で、次の方々が安全功労者として表彰されました。

賞　名 会　　社　　名 氏　　　　　　名

功労賞
㈱ 曙 建 設 高 井 正 仁

㈱ 安 藤 組 佐 藤 昭 二

功績賞
共 榮 建 設 ㈱ 山 本 浩 司

㈱ 星 野 組 金 子 　 聡

賞　名 会　　社　　名 氏　　　　　　名

職長賞
㈱ 大 石 組 星 野 美 紀

㈱ 中 越 興 業 西 脇 文 生

会員の退会について 会 社 名 代表者名（所長・支店長） 退　会　日

中 山 建 設 株式会社 中　山　　　栄 平成30年３月31日

会員の異動について 代表者の変更
会 社 名 変　更　前 変　更　後 変　更　日

株式会社 北 澤 工 業 北 澤 和 博 北 澤 　 晶 平成29年10月28日

株式会社 中 元 組 野 上 　 隆 中 元 將 人 平成30年４月１日

渡 長 建 設 株式会社 小 山 道 男 清 水 弘 之 平成30年４月27日

有限会社 山 　 秀 山 﨑 嘉 寛 小 川 直 樹 平成30年５月21日

会員数（平成30年８月15日現在）79社（正会員70社、準会員９社）

平成30年度 安全功労者表彰安全功労者表彰
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㈱池田組　河田拓実 さん

越後交通工業㈱　田村大稀 さん

しなの産業㈱　樺澤翔太 さん

中越道路㈱　木村龍二 さん

㈱伊藤建設　布施貴寛 さん

㈱大石組　（左から）　青木凌雅 さん　
中田翔太 さん　渡辺智也 さん

三信興業㈱　原田凪人 さん

㈱晴耕舎　（左から）　武江咲希 さん　
小林昴一 さん　佐藤祐樹 さん　
五十嵐正和 さん　杉本昭夫 さん

㈱多田組　髙橋優斗 さん

㈱中元組　大塚昴哉 さん ㈱星野組
（左から）　平澤拓馬 さん　高野幹太 さん

新規採用職員
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私
た
ち
は
日
々
生
活
を
し
て
い
る
中

で
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
わ
け
で

す
が
、
私
は
そ
の
時
に
気
を
付
け
て
い

る
の
が
横
柄
な
態
度
を
と
ら
な
い
こ
と

で
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
側

の
人
が
、
い
つ
か
ど
こ
か
で
自
分
の
お

客
さ
ん
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
と

言
う
こ
と
で
は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
と
対

価
は
基
本
等
価
交
換
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
か
ら
で
す
。「
お
客
様
は
神
様
で

す
。」
と
い
う
言
葉
で
す
ら
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
者
側
が
そ
の
く
ら
い
の
気
持
ち

で
「
お
も
て
な
し
」
を
し
よ
う
と
言
う

内
向
き
の
表
現
で
あ
っ
て
お
金
を
払
う

側
が
偉
い
わ
け
で
は
な
い
と
思
う
の
で

す
。
た
だ
し
こ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
内
容
と

対
価
が
見
合
う
か
ど
う
か
の
物
差
し
が

必
要
で
、
ど
ん
な
物
差
し
で
測
る
の
か

に
よ
っ
て
価
値
が
変
わ
る
し
、
市
場
の

動
向
に
よ
っ
て
も
価
値
が
変
わ
っ
て
く

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
す
べ
て
の
業
種
が
サ
ー
ビ
ス
業
で

あ
る
。」
こ
ん
な
言
葉
を
最
近
耳
に
す

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
建

設
業
界
に
お
い
て
は
モ
ノ
づ
く
り
で
あ

る
第
二
次
産
業
に
該
当
す
る
わ
け
で
す

が
、
確
か
に
現
代
に
お
い
て
は
モ
ノ
づ

く
り
の
技
術
競
争
で
は
な
く
、
そ
れ
以

外
の
顧
客
メ
リ
ッ
ト
を
創
出
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
側
面
も
あ

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
当
然
、
新
技
術

の
開
発
や
特
殊
技
能
と
い
っ
た
本
来
の

モ
ノ
づ
く
り
と
し
て
の
役
割
や
価
値
は

残
っ
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
顧
客
満
足

と
い
う
点
で
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
高

品
質
、
低
価
格
は
「
当
た
り
前
」、
と

な
れ
ば
プ
ラ
ス
α
の
サ
ー
ビ
ス
で
勝
負

と
な
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
そ
も
そ

も
の
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
企
業
の
存
続
の

た
め
に
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
強
い
ら
れ
、

「
働
き
手
の
手
間
や
気
遣
い
労
働
時
間

を
酷
使
し
て
も
賃
金
水
準
が
上
が
ら
な

い
」
と
い
う
事
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
二
〇
一
七
年
は
働
き
方
改
革
元

年
と
言
わ
れ
、
今
年
も
多
く
の
企
業
が

働
き
方
改
革
を
意
識
し
、
様
々
な
取
り

組
み
を
さ
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
続
け
る
こ
と
が

企
業
の
使
命
で
は
あ
り
ま
す
が
、
働
き

手
も
社
会
の
一
部
で
あ
り
企
業
の
宝
で

あ
り
ま
す
。
自
社
の
社
員
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
で
す
が
、
自
分
が
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
た
と
き
に
自
ら
の
物
差
し
で
価
値

を
図
り
、「
感
謝
の
言
葉
と
共
に
対
価

を
払
う
」
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
を

当
た
り
前
に
で
き
る
よ
う
な
人
間
で
あ

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
事
が
書

き
た
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス

は
サ
ー
ビ
ス
で
も
父
親
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
「
家
族
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て

思
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

　

私
が
子
供
の
頃
に
求
め
ら
れ
て
い
た

父
親
の
「
家
族
サ
ー
ビ
ス
」
と
現
代
の

父
親
が
求
め
ら
れ
る「
家
族
サ
ー
ビ
ス
」

で
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。
私
が
子
供
の
頃
は
入
学
式
や

授
業
参
観
に
お
父
さ
ん
が
来
て
い
る
な

ん
て
ほ
と
ん
ど
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
個
人
的
に
は
夕
ご
飯
を
一

緒
に
食
べ
る
父
親
な
ん
て
都
市
伝
説
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
し
、
休
み
の
日
に

は
父
親
は
朝
早
く
か
ら
ゴ
ル
フ
で
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
母
親
か
ら
は
ゴ
ル
フ
も

仕
事
だ
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
の
で
、
テ

レ
ビ
放
送
の
日
本
オ
ー
プ
ン
で
父
親
を

探
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
今

や
入
学
式
に
父
親
は
出
席
し
て
「
当
た

り
前
」、
運
動
会
に
父
親
が
出
な
い
な

ん
て
「
有
り
得
な
い
」
な
ん
て
風
潮
が

あ
り
ま
す
。
私
は
自
分
の
父
親
と
比
較

し
た
ら
随
分
と
家
族
サ
ー
ビ
ス
し
て
い

る
つ
も
り
な
の
で
す
が
、
世
の
パ
パ
達

の
サ
ー
ビ
ス
水
準
と
比
べ
る
と
か
な
り

低
い
よ
う
で
、
顧
客
（
家
族
）
の
満
足

が
得
ら
れ
な
い
の
で
す
。
こ
の
顧
客（
家

族
）
の
要
求
を
満
た
さ
な
い
と
家
に
居

づ
ら
く
な
り
、
ま
た
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

す
る
と
い
う
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
時
代
の
要
求
事
項

の
高
ま
り
は
家
族
と
い
う
小
さ
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
波
及
し
て
き
て
い
る

わ
け
で
す
。
も
う
「
ヨ
ソ
は
ヨ
ソ
。
ウ

チ
は
ウ
チ
」
と
い
う
魔
法
の
言
葉
が
通

用
し
た
時
代
は
終
わ
り
、
市
場
（
世
の

良
き
パ
パ
）
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら

顧
客
（
家
族
）
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
る
た

め
に
、
家
族
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
ら
、
私

も
経
営
者
と
し
て
働
き
方
改
革
を
進
め

社
員
の
仕
事
で
の
負
担
を
減
ら
し
て
い

け
る
よ
う
に
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
変

化
の
激
し
い
社
会
の
中
で
仕
事
と
家
庭

そ
し
て
趣
味
の
時
間
を
謳
歌
で
き
る
よ

う
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
向
上

㈱
北
澤
工
業　

北
澤　

晶

会
員随

想
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